２　みよし市障がい者相談支援事業について

(1)　みよし市障がい者相談支援事業
平成２０年度より、障がい者の相談・就労支援の体制をさらに充実させるため、市内に所在し、愛知県から相談支援事業者の指定を受けている（社福）とよた光の里『生活支援センターひかりの丘』と（社福）あゆみ会『しおみの丘』、（社福）あさみどりの会『わらび福祉園』に対し、障がい者相談支援事業を委託している。

平成２３年度から、『生活支援センターひかりの丘』に加え、『しおみの丘』と『わらび福祉園』に専任の相談支援専門員を配置していただき、相談支援を展開している。
(2)　みよし市障がい者相談支援事業 相談支援専門員の活動内容
【相談支援専門員の１か月のスケジュール】
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合間に相談支援、サービス利用意向調査、個別支援会議、研修参加…など
1 相談支援専門員には、相談のあったケースの支援を行ってもらう他、協議会会議や、協議会主催の事業に参加してもらっている。
2 相談支援の件数についても、兼務から専任になったことで、前年の同時期と比較し1.5～2倍近い伸び（4～9月実績:しおみ100→140、わらび120→295）。
3 相談支援カンファレンスを開催し、最低でも週に１回は顔を合わせることで、情報の共有化が円滑に行え、ＯＪＴで相談支援専門員の質の向上が図れる。

(3)　今後の方向性について
　平成２４年４月から法律による支給決定プロセスの見直しがあり、相談支援専門員の価値・役割が非常に重要になること、また、相談ケースの支援についても同様の体制で対応していくため、予算の確保に努める。
　今後、地域における相談支援体制の更なる強化を図るため、基幹相談支援センターの設置についても検討していく。
